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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

 

2013-７-１ 

 

三菱掃除機第一号が産声を上げたのは、１９３３年のこと。以来、みなさま
の変わらぬご愛顧により、８０周年を迎えることができました。開発を代表

し、あらためて心よりの感謝を申し上げます。 
三菱掃除機は開発当初から、日本の住宅事情にふさわしい「キレイ」をめ

ざしてまいりました。高度成長期と歩みをともにした初代「風神」は、まさに
その象徴といえるでしょう。その後も時代やライフスタイルの変遷とともに様

変わりする「キレイ」の概念に応じて、三菱電機はさまざまなニーズに即し
た掃除機を開発してまいりました。 

 

三菱掃除機 誕生 ８０ 周年 

家事の中でももっとも億劫な掃除を、より楽しく、ラクにサポートするために、掃除機にできることはなに
か──。数え切れないアイディアと技術の試行錯誤を繰り返していくなかで、私たちがたどり着いたの

は「キレイ」への原点回帰でした。頼もしい吸引力により床をキレイにすることはもちろん、空気を汚さ
ないために排気もキレイに、さらに掃除機自体もキレイで清潔にキープしていく。それを体現するの

が、このたび 80周年を記念して発売する「風神コンパクト」です。 

ニッポンのキレイをめざし、最先端の技術を駆使して歩み続けた三菱掃除機８０年の歴史。その軌跡

を振り返るとともに、これからの三菱掃除機にもご期待いただけますと幸いです。 

＜この記事は、三菱電機Webサイトより引用させて頂きました＞ 

 

床ブラシとモーターが一体化した 
シンプルな三菱掃除機第一号 

業界トップクラスの吸引力の持続ときれいな

排気を実現した、サイクロン式掃除機 

              「風神ＴＣ―ＺＸＣシリーズ」 

８０周年記念モデル 

「三菱掃除機８０周年スペシャルサイト」で、過去の主な製品とそれにまつわるエピソードを紹介しています。   
http://www.mitsubishielectric.co.jp/home/cleaner/anniversary/history.html 

 

 

 祝祝
長長
寿寿  

 
 田部井米司 様 太田市尾島町 ７７歳（1936/07/16） 

 

 関口  赳  様 太田市細谷町 ７７歳（1936/06/23） 

 

 澤村 政雄  様 伊勢崎市境新栄 ７７歳（1936/06/04） 

 

 

「喜寿」のお祝い 

 
 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
http://www.mitsubishielectric.co.jp/home/cleaner/anniversary/history.html
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順位 氏 名 ＨＤ ｽｺｱ １打 ２打 

優勝 田部井秀夫 +1 80 1 15 

準優勝 柳沢勝利 0 81 1 14 

３位 本島シゲ乃 +2 82 2 7 

４位 久保田 舜 0 84 2 8 

５位 長嶺  元 0 85 1 11 

６位 長嶺美恵子 0 86 0 13 

７位 高橋 勝美 0 88 1 7 

【 新入会員紹介 】 

 

大隅 修一さん（平成２５年４月入会）  太田市富沢町 

＜職歴＞ 

・１９７１年(昭和４６年)三菱電機(株)群馬製作所へ入社。入社研修後、
第６工場配属。ｵﾌｺﾝＭ83/86 組立・磁気 DISK 装置調整などに従
事。その後、ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ向け POS ｼｽﾃﾑの組立・調整、1976 年に
POS ｼｽﾃﾑの市場ｻｰﾋﾞｽを担うべく、東京－名古屋－鎌倉で勤務。 

・１９８１年馬電帰任、HA、BL、LU、等の開発試験・品証業務担当  
・１９９６年から３ヵ年の MATEC 出向を経て、製造管理業務(TPM、

ISO14001)を歴任。 
・２００６年から総務業務に替り、今年３月の定年となりました。 
＜今後について＞ 
これまでの会社生活で時間を割けなかった趣味(カメラ・アマチュア
無線・ドライブ)と共に、園芸や地域活動を行って参ります。 

 

第７１回春季グラウンドゴルフ大会 

平成２５年度最初の春季グラウンドゴルフ大会が、５月２７日（月）利根グラウンドゴルフ場で１８人の参加

で開催されました。結果はベテランで安定したプレーをしている田部井秀夫さんが優勝しました。 

なお、８月２７日（火）～２８日（水）にグラウンドゴルフ愛好会と各愛好会の親睦旅行（会費１１，０００円）を

計画しましたので、皆様の参加をお待ちしています。 

順位 氏 名 曲 名 HD 採点 

優勝 飯塚 徹 祝い船 １５ １０１ 

準優勝 江川八郎 ロザリオの島 ４ ９５ 

３位 大橋 浩 無言坂 ２ ９４ 

４位 佐藤辰利 ふりむかないで ４ ９４ 

５位 根岸佳代子 おんなの山河 ４ ９４ 

６位 長谷川正男 おんなの山河 １０ ９２ 

７位 永沼ひろ子 悲しい酒 ５ ９２ 

 
 第１３回カラオケ大会を、５月７日（火）「カラオケ本舗まねきねこ・尾島店」で実施しました。  今回は、
春本番の季節であり、行楽ででかけたり、風邪をひいたりで参加者がちょっと少な目で、１１名の参加とな
りました。新入会員が１名増えました。歓迎します。若手のホープで同期三山会の長谷川正男さんです。
早く会になじんで楽しみましょう。今回の採点結果は、入会後丸 1年の飯塚 徹さんが優勝しました。お
めでとうございました。次回の月例会は、６月３日（月）（カラオケ本舗・まねきねこ：尾島店」で開催予定で
す。年度も替わり新規一転、来場してみれば皆、元会社のＯＢと奥様方です。あなたも是非新規入会を。    
           

 

第１２回 カラオケ大会 
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「新聞のコラム」書き写しのすすめ         篠崎 辰夫 

朝日新聞の名物コラム「天声人語」を書き写すた

めの専用ノートが人気を集めている。２０１１年４月か

ら全国の朝日新聞販売所限定で販売されたが、顧

客からの問い合わせの多さから大手書店や大手文

具店など急速に販路が拡大し、発売２年余りで累計

１８０万冊に達したという。購入層は小学生～大学生、

母親世代、シニア層と幅広く、シニア層は老化防止

や日課のひとつとして実践されているようである。 

「天声人語書き写しノート」はA4判で1冊２１０円。

見開きの右上にコラムの切り抜きを貼り付け、下段の

原稿用紙マス目に、６０３字の記事を一言一句逃さず

に書き写す。また、左上には記事の感想やコラムの

タイトルを考えて書くなど、メモできる欄もあり、Ａ４版

１冊で１カ月分を書き込めるようになっている。ノートの説明には、「毎日続けると、世の中のいろいろ

なできごとがわかる。知っている言葉がどんどん増えて、文章の構成力やリズムも身につく」と書き写

しの効果が書かれている。ただ読むよりも内容が頭に入ってくるのは確かだ。 

生来の物好きの血が騒ぎ、この専用ノートを買って書き写しを始めた。昨年４月のこと。最初は「書

き写し」というこの不毛な作業がいつまで続くかと思っていたが、なんと１年以上も続いている。説明に

ある効果のひとつ「文章力の向上」は、今のところそれらしい体感はないが、「ペンを走らせる手書き

の気持ちよさ」を味わえたというだけで、それはもう尊い体験。パソコンで書く(打つ)のとは大違い。即

時的な効果は見えないまでも、書くのが速くなったような気がする。素晴らしい挑戦だったように思う。 

こうして書き終わったノートは１４冊になった。よく続いていると思う。時間にして１日２０～３０分。今

ではすっかり日課のひとつに定着した。それにしても、最後の１字までマス目に埋める「ゲーム感覚」

や「脳トレ」的な楽しさ、達成感が、ただ「文字を書く」というだけの行為から導かれるのは、なんとも不

思議だ。老化防止に「最高のクスリ」かもしれない。ぜひ皆さんにもお勧めしたいと思う。 
 

新聞各紙は、朝刊の１面下段にコラムを設けている。朝日新聞だったら「天声人語」、読売新聞だ

ったら「編集手帳」、毎日新聞だったら「余録」。これらコラムは、字数に限りがある。そのため、段落

を改める代わりに、黒い記号を使って「ここが段落の分かれ目ですよ」と区切っている。 

天声人語は、五つの「▼」で区切られた六つの段落から成る。最初の段落は、読者をグッと引きつ

ける「つかみ」で、筆者が苦労する最初の関門。この段落の出来栄えがコラム全体の印象に影響

する。第２～５段落では、その日のテーマの説明や、それにまつわる議論の紹介などが中心。 

最後の第６段落は、コラムの結論。「読後感」を左右するため、極めて重要。ニュース面に載ってい

る解説記事の結論と同じでは面白みがない。どうやってコラムらしい余韻を残しながら締めくくるか。

筆者はパソコンを前に悩み、言葉を絞り出す。決まった文字数で、毎日書かれているコラムは、

時々の時事的な話題を入れながらも、それだけではない、含蓄がある。短く分かりやすく、それで

いて、訴えかける文章というのはなかなか難しいもの。    《朝日新聞天声人語ｗｅｂサイトより》                                                   
 
今、このような「脳トレ」「老化防止」といったものがいろいろあるが、何でもいいから 「継続してやる」

ことが一番の脳トレ、老化防止だと思う。そして、「継続」には、工夫や環境づくりが欠かせない。 

ちなみに、このノートの取扱店が近くにない場合は、新聞販売店に注文すると届けてくれる。私の場

合は、毎月の集金の時に一冊ずつ届けてもらっている。だから継続しているのかも知れない。 

 

              

【 会員投稿 】 

● 今月の【 細野水彩画廊 】:『 粕川源流 』       ●【 須永写真ギャラリー 】:『 黎明  』 

 
http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2013-07.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2013-07.pdf 
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◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

７月の囲碁愛好会 
７月８日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

７月の麻雀愛好会 
７月１１（木）､２６日（金） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 7/9 日、24 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

７月の将棋愛好会  
７月２２日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

ＧＧ愛好会と各愛好会 
親睦旅行 

８月２７日（火） 
２８日（水）一泊二日 

ｺﾆﾌｧｰいわびつ 
(会費:１１０００円) 

申込み: ８月５日(月) 
島  保夫 (52-0889) 
（雨天中止） 

第 6２回ゴルフ愛好会 ７月３１日（水）予定 大間々カントリー 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

８月のカラオケ大会 

（第１４回大会） 
８月５日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： ８月３日まで 
大橋   浩 （52-3866） 

８月のパソコンサークル 
８月５日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

８月の幹事会 ８月５日（月） １５：００ 労組会議室 
 

７月の編集委員会 ７月２２日（月） １３：３０ 労組会議室  
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● 編集：「菱の実会だより」編集委員会  ● 事務局 三菱電機労働組合群馬支部内 
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：8 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 8 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 
8 月 8 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

 

 菱の実会の年に一度の総会も開催前の準備の割には僅か半日という時間で終り、もう既に２ケ
月余りが経過した。少しは落ち着いた時間があると思いきや、そろそろ秋の旅行の企画に、準備
にと以外に気持ちだけは休めないものである。そんな中でフﾂ―と思ったのは定年後もう何年経
ったかナー・・・と気になった。数えてみたら本年は早や１０年目の節目に当たる年になった。が、
自分としてはまだ実感がわかない。身体は多分予定通りの年月を経過しているものと思いますが
気持ちの上ではその半分か。その理由はどうも総会や旅行、研修会、愛好会、月 2 回の幹事会
や編集委員会等々会員の皆様と顔を合わせる機会が多いからではないかと推測しています。夾
竹桃の紅白の花が咲き誇る真夏の暑いプールで甲羅干しをしながら、思い切り泳いだ頃が恋し
い。何故だろう。                                     （ 二宮 記 ） 

                  

  ７月２７日（土） 午後５時～１０時 屋台運行・隠居様神輿 

                       ７月２８日（日） 午後１時～５時  当住様神輿渡御 

  

  

  


